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まず【表】をみて、上洛以降の出行すべてに細川藤賢が供奉しているという点に気が付

く。藤賢は、義昭上洛以降に、義昭のもとに参集した。注目すべきは、藤賢が細川典厩

家の出身ということである。典厩家は代々御供衆を勤め、さらに将軍の出行の供奉にお

いて限られた家柄の者しか勤めることができない御剣役を担う家であった。すなわち、

義昭上洛以降、藤賢は先例にしたがい、義昭出行の供奉の中心を担うようになったので

ある。一方で、義昭期幕府において藤賢による政治的文書の発給や義昭への取次といっ

た活動は確認できない。藤賢は義昭の「側近中の側近」ではなかったのである。

次に、永禄 年（ ） 月 日の初度の参内を境として、それ以降義昭の「側近

中の側近」たちが出行に供奉しなくなるという点に注目したい。かわって、前述の細川

藤賢と、典厩家のように御供衆を勤める家格の伊勢貞興の供奉が目立つようになる。上

洛直後の参内時には、一色藤長、上野信忠、上野秀政、細川藤孝、和田惟政という「側

近中の側近」たちが多数供奉している。これは、初めての参内に対する特別な処置であ

ったのだろう。これ以降、上野信忠、大館昭長、細川藤孝の供奉もみられるが、彼らの

供奉は藤賢や貞興のように恒例になっておらず、一回きりである。また、初度の参内以

降、複数の「側近中の側近」が同一の出行に供奉するという事例もみられない。

以上から、義昭期幕府において、儀礼的な場で活動する近臣と政治的な場で活動する

近臣に役割が分化していたのではないかという想定ができるのである。

むむすすびびににかかええてて

本稿で検討したことをまとめつつ、今後の展望を述べる。

第 章では、上洛以前の段階における義昭の近臣層について検討し、越前滞在段階に

おいて義昭のもとに参集した幕臣が役職ごとに編成されていたと述べた。これが、上洛

後の京都支配につながったのである。

第 章では、上洛後の段階における義昭期幕府の近臣層について、義昭の出行に注目

して検討し、義昭期の幕府において近臣層は儀礼の場において活動する者と政治的な場

で活動する者に分化していたのではないかという可能性を示した。

本稿では、出行時の供奉という限られた側面からの検討にとどまってしまい、義昭期

の幕府構造を広く見通すことができなかった。今後はより多くの事例を収集することで、

義昭期幕府の全体像を明らかにしていきたい。また、今回近臣層の分化という構造が、

義昭期幕府に特有なものであるのか、あるいは戦国期の幕府に広くみられるものである

のかということも重要な問題であろう。あわせて、今後の課題としたい。

『 扶 桑 集 』 の 隠 逸 詩 に つ い て の 考 察 

― 「 吏 隠 関 係 」 を 中 心 に ― 

 

日 本 文 学

 

博 士 前 期 課 程 ２ 年 

楊

 

櫓 
 
 

はは じじ めめ にに

  

「 隠 逸 」 は 漢 文 学 の 重 要 な テ ー マ の 一 つ で あ り 、 日 本 の 漢 詩 文 に も 詠 ま れ て い る 。 古 く は 『 懐 風

藻 』 か ら 見 ら れ 、 勅 撰 三 集 の 時 代 に 至 る と 、 そ の 詩 作 数 を 増 す 。 勅 撰 三 集 時 代 の 漢 詩 に 詠 ま れ て い

る 「 隠 逸 」 に つ い て は 、 先 行 研 究 で も 取 り 上 げ ら れ 、 「 吏 隠 兼 得 」 す な わ ち 「 官 吏 」 で あ り な が ら 「 隠

者 」 で も あ る と い う 特 徴 を 論 じ る の も の が 多 い 。1 し か し 、 勅 撰 三 集 時 代 以 後 の 漢 詩 に 詠 ま れ て い る

隠 逸 に つ い て は ほ と ん ど 言 及 さ れ て お ら ず 、 そ の 特 徴 は ま だ 明 ら か に さ れ て い な い 。 

『 扶 桑 集 』 は 、 勅 撰 三 集 時 代 以 後 に 編 纂 さ れ た 漢 詩 集 で あ る 。 『 扶 桑 集 』 に は 「 隠 逸 」 と い う 部 立

が 設 け ら れ て お り 、 そ の 部 立 に 「 隠 逸 」 ・ 「 樵 隠 」 ・ 「 無 隠 」 ・ 「 處 士 」 ・ 「 山 居 」 と い う 五 つ の 子 目 が 見

え る 。 し た が っ て 、 勅 撰 三 集 時 代 以 後 に 詠 ま れ て い る 隠 逸 と い う 主 題 に 注 目 す る 時 、 『 扶 桑 集 』 は 重

要 な 位 置 に あ る と 思 わ れ る 。 本 発 表 で は 、 「 吏 」 と 「 隠 」 の 関 係 に つ い て 、 『 扶 桑 集 』 の 隠 逸 部 に 所

収 さ れ る 詩 に お い て ど の よ う に 捉 え ら れ て い る か を 考 察 し て い き た い 。 

  

【【 資資 料料 一一 】】 大大 江江 朝朝 綱綱 「「 山山 中中 自自 述述 」」 （（ 『『 扶扶 桑桑 集集 』』 ・・ 巻巻 七七 ・・ 山山 居居 ））
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山山 中中 自自 述述

  

碧碧 山山 遁遁 蹟蹟 臥臥 松松 楹楹            碧碧 峯峯 にに 遁遁 迹迹 しし てて 松松 楹楹 にに 臥臥 しし

      

謝謝 遣遣 喧喧 喧喧 世世 上上 榮榮

            

謝謝 遣遣 すす 喧喧 々々 たた るる 世世 上上 のの 栄栄

  

龍龍 尾尾 舊舊 行行 應應 斷斷 夢夢

            

龍龍 尾尾 のの 旧旧 きき 行行 にに はは 応応 にに 夢夢 をを 断断 つつ べべ くく

    

鶴鶴 頭頭 新新 召召 不不 驚驚 情情

            

鶴鶴 頭頭 のの 新新 たた なな るる 召召 にに もも 情情 をを 驚驚 かか ささ ずず

    

商商 山山 月月 落落 秋秋 髯髯 白白

            

商商 山山 にに 月月 落落 ちち てて 秋秋 のの 鬚鬚 白白 くく

  

頴頴 水水 波波 揚揚 左左 耳耳 清清

            

潁潁 水水 にに 波波 揚揚 てて 左左 のの 耳耳 清清 しし

    

唯唯 有有 池池 魚魚 呼呼 後後 至至

            

唯唯 だだ 池池 魚魚 有有 りり てて 呼呼 びび たた るる 後後 にに 至至 りり

  

客客 隨隨 次次 第第 自自 知知 名名

            

客客 にに 随随 へへ ばば 次次 第第 にに 自自 らら にに 名名 をを 知知 るる なな らら

  

  

○○ 首首 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 遁遁 蹟蹟 」」 ― 逃 れ 隠 れ る こ と 。

3

「「 松松 楹楹 」」 ― 松 の 柱 で り 、 転 じ て 、 山 中 の 家 、 特 に 隠 者 の 家 を い

                                        

          

 
1
 

藤 原 克 己 「 吏 隠 兼 得 の 思 想 ― ― 勅 撰 三 集 と 精 神 の 基 底 ― ― 」 『 菅 原 道 真 と 平 安 朝 漢 文 学 』 （ 東 京 大 学 出 版 会 、 二 〇 〇 一 年 ） 所

収 、 山 本 登 朗 「 天 皇 と 隠 逸 ― 嵯 峨 天 皇 の 遊 覧 詩 を め ぐ っ て 」 『 日 本 古 代 の 「 漢 」 と 「 和 」 』 （ 勉 誠 出 版 、 二 〇 一 五 年 ） 所 収 、 宋 晗

「 嵯 峨 朝 詩 人 の 私 性 と 詩 壇 の 関 係

 

― 隠 逸 思 慕 を 中 心 に ― 」 『 国 語 国 文 』 （ 第 八 十 七 巻 第 八 号 、 二 〇 一 八 年 八 月 ） 所 収 、 田 雲 明

「 『 懐 風 藻 』 山 林 隠 逸 詩 か ら 『 古 今 集 』 「 山 里 」 歌 へ 」 『 言 葉 と 文 化 』 （ 第 十 二 号 、 二 〇 一 一 年 三 月 ） 所 収 、 ブ ィ ー ブ ケ ・ デ ー ネ

ー ケ

 

「 「 国 風 」 の 味 わ い ― 嵯 峨 朝 の 文 学 を 唐 の 詩 集 か ら 照 ら す 」 『 日 本 古 代 の 「 漢 」 と 「 和 」 』 （ 勉 誠 出 版 、 二 〇 一 五 年 ） 所 収

 2本 稿 に 引 用 す る 『 扶 桑 集 』 の 本 文 と 訓 読 は 、 「 『 扶 桑 集 』 全 注 釈 ‐ ２ ‐ 」 （ 田 坂 順 子 氏 、 福 岡 大 学 総 合 研 究 所 報120号 、p159-

172、1990年2月 ） 、 を 参 考 に し た 。

 3
 

紙 幅 の 制 限 に よ り 、 本 稿 の 語 釈 で は 、 語 意 の み を 示 し 、 出 處 や 用 例 の 掲 載 は 省 略 す る 。
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う 。 「 謝謝 遣遣 」」 ―― 謝 絶 す る 意 。 「「 喧喧 喧喧 」」 ― 俗 世 の や か ま し い こ と 。 「「 世世 上上 榮榮 」」 ― 官 吏 と し て の ほ ま れ 。

 

▼ 青 山 に 隠 遁 し て 山 家 に 身 を 横 た え 、 や か ま し い 俗 世 の こ と や 官 吏 と し て の 栄 利 を 謝 絶 す る こ と を

言 う 。

 

○○ 頷頷 聯聯

 

【【 語語 釈釈 】】 「「 龍龍 尾尾 」」 ―― 含 元 殿 前 の 昇 殿 の 道 の 意 か ら 官 吏 と し て の 出 世 の 道 を 言 う 。 「「 鶴鶴 頭頭 」」 ―― 御 上 か ら

の 招 請 状 。

 

▼ こ れ 迄 仕 え て い た 官 吏 の 道 な ど す っ ぱ り 夢 と 思 い き り 、 御 上 か ら 新 た な お 召 し が か か っ て も 心 を

動 か す こ と も な い こ と を い う

 

○○ 頸頸 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 商商 山山 」」 ― 四 皓 の 故 事 。 四 皓 は 世 を の が れ て 商商 山山 に 隠 居 し た 四 人 の 隠 者 で あ る 。 「「 頴頴 水水 」」 ―

許 由 の 故 事 。 尭 が 天 下 を 許 由 に 譲 ろ う と し た の で 、 許 由 は 潁 川 に 逃 れ 隠 遁 し た こ と を い う 。

 

▼ 有 名 な 隠 者 で あ る 四 皓 や 許 由 の 隠 逸 生 活 を 描 写 す る 。

 

○○ 尾尾 聯聯

  

▼ 魚 に 声 を か け る と 名 を 解 す る よ う に 、 列 を 成 し て 泳 い で い る こ と を 描 写 す る こ と で 、 作 者 は 山 中

生 活 の 楽 し み を 表 現 す る 。

 

◎ 以 上 の よ う に 、 作 者 は 山 林 を 官 場 か ら 離 れ て 隠 逸 の 地 と す る 。 山 林 に い る 時 官 吏 生 活 を 断 念 し 、

朝 廷 か ら の 招 き に 対 し て も 動 揺 し な い 心 境 を 表 す 。 こ の 作 品 に お い て 、 作 者 は 「 隠 逸 」 と 「 官 吏 生

活 」 を 対 立 的 に 詠 ん で い る こ と が 分 か る 。

 

  

【【 資資 料料 二二 】】 紀紀 長長 谷谷 雄雄 「「 山山 隠隠 無無 」」 （（ 『『 扶扶 桑桑 集集 』』 ・・ 巻巻 七七 ・・ 無無 隠隠 ））

  

         

山山 無無 隠隠

            

幽幽 人人 帰帰 德德 遂遂 難難 逋逋

        

幽幽 人人 徳徳 にに 帰帰 せせ んん とと しし てて 遂遂 にに 逋逋 れれ 難難 しし

  

抽抽 却却 蒿蒿 簪簪 別別 草草 廬廬

        

蒿蒿 簪簪 をを 抽抽 却却 しし てて 草草 廬廬 にに 別別 るる

  

虚虚 澗澗 有有 聲聲 寒寒 溜溜 咽咽

        

虚虚 澗澗 声声 ああ りり てて

  

寒寒 溜溜 咽咽 びび

  

故故 山山 無無 主主 晩晩 雲雲 孤孤

        

故故 山山 主主 無無 くく

  

晩晩 雲雲 孤孤 なな りり

  

青青 郊郊 不不 顧顧 煙煙 花花 富富

        

青青 郊郊 にに 煙煙 花花 のの 富富 むむ をを 顧顧 みみ ずず

  

絳絳 闕闕 初初 生生 羽羽 翼翼 扶扶

        

絳絳 闕闕 にに 初初 生生 のの 羽羽 翼翼 をを 扶扶 くく

  

巣巣 許許 若若 能能 逢逢 此此 日日

        

巣巣 許許 若若 しし 能能 くく 此此 日日 にに 逢逢 はは ばば

  

何何 因因 終終 作作 頴頴 陽陽 夫夫

        

何何 にに 因因 りり てて 終終 にに 頴頴 陽陽 のの 夫夫 とと 作作 らら んん

  

  

○○ 首首 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 幽幽 人人 」」 ― 隠 者 の こ と 。 「「 蒿蒿 簪簪 」」 ― よ も ぎ の 草 の 簪 で あ り 、 隠 者 の 簪 を 言 う 。 「 帰帰 德德 」」 ― 徳 義

に つ き 従 う 意 で 、 こ こ は 天 子 の 高 徳 に 付 き 従 う こ と 。

 

▼ 隠 者 は 天 子 の 高 徳 に 付 き 従 お う と し て 、 世 を 避 け 逃 れ る こ と が で き な く な り 、 隠 者 の 証 と も 言 う

べ き よ も ぎ 草 の 簪 を は ず し て 、 隠 居 の 住 ま い の 草 庵 に 別 れ を つ げ 、 隠 逸 の 状 態 を 脱 す る こ と を い う 。

 

○○ 頷頷 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 寒寒 溜溜 咽咽 」」 ― 流 れ の た て る 音 は 咽 び 泣 い て い る よ う だ こ と 。

 

▼ 隠 者 が 山 を 去 り 朝 廷 に 戻 っ た 後 、 漠 と し た 寂 し い 山 の 様 子 を 描 写 す る 。 空 虚 の 谷 間 に 冷 た い た ま

り 水 の た て る 音 は ま る で 隠 者 が 山 を 去 る こ と を 悲 し ん で 、 咽 び 泣 い て い る よ う だ 。 山 は 主 人 を な く

し て 、 夕 暮 れ の 雲 が ひ と つ 、 ぽ つ ん と 浮 か ん で い る 。

 

○○ 頸頸 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 青青 郊郊 」」 ― 春 の 郊 外 。 「「 煙煙 花花 」」 ― か す み と 花 。 「「 絳絳 闕闕 」」 ― 宮 闕 。 「「 羽羽 翼翼 」」 ― 鳥 の 羽 の よ う に 左

右 か ら 助 け る こ と を い い 、 こ こ は 天 子 の 補 佐 と な る 意 。

 

▼ 隠 者 は 山 を 離 れ 、 郊 外 の 春 景 色 を 目 も く れ ず 、 朝 廷 に 赴 き 、 天 子 を 補 佐 す る こ と を い う 。

 

○○ 尾尾 聯聯 「「 巣巣 許許 」」 ― 巣 父 と 許 由 の こ と を い い 、 二 人 と も 尭 時 代 の 有 名 な 隠 者 で あ る 。

 

▼ 巣 父 や 許 由 の よ う な 隠 者 は も し 今 日 の よ う な の 日 に 逢 っ た ら 、 ど う し て 潁 川 の 北 岸 に 隠 遁 す る 男

と な っ て し ま っ た り し た ろ う か 。

 

◎ 以 上 の 分 析 を 踏 ま え る と 、 政 治 が 清 明 で あ る た め 、 隠 士 は 隠 逸 生 活 か ら 脱 し て 朝 廷 に 仕 え る こ と

に な る の は こ の 詩 全 体 を 貫 く 主 題 で あ る 。

 

  

【【 資資 料料 三三 】】 都都 良良 香香 「「 舊舊 隠隠 詠詠 懷懷 敬敬 上上 所所 天天 閣閣 下下 」」 （（ 『『 扶扶 桑桑 集集 』』 ・・ 巻巻 七七 ・・ 隠隠 逸逸 ））

  

  

舊舊 隠隠 詠詠 懷懷 敬敬 上上 所所 天天 閣閣 下下

  

不不 才才 多多 愧愧 業業 猶猶 難難

        

不不 才才

  

愧愧 じじ るる ここ とと 多多 くく

  

業業 猶猶 難難 しし

  

好好 是是 山山 居居 一一 挂挂 冠冠

        

好好 しし 是是 れれ

  

山山 居居 しし てて 一一 たた びび 冠冠 をを かか けけ むむ

  

夜夜 鶴鶴 眠眠 驚驚 松松 月月 苦苦

        

夜夜 のの 鶴鶴 眠眠 りり 驚驚 きき てて

  

松松 月月 苦苦((ささ やや))かか なな りり

  

曉曉 鼯鼯 飛飛 落落 峽峽 煙煙 寒寒

        

曉曉 のの 鼯鼯 飛飛 びび 落落 ちち てて

  

峽峽 煙煙 寒寒 しし

  

雲雲 埋埋 澗澗 戸戸 幽幽 情情 積積

        

雲雲 はは 澗澗 戸戸 をを 埋埋 めめ

  

幽幽 情情 積積 もも りり

  

水水 隔隔 寰寰 中中 野野 性性 闌闌

        

水水 はは 寰寰 中中 をを 隔隔 てて

  

野野 性性 闌闌 なな りり

  

學學 路路 蹉蹉 跎跎 年年 暗暗 擲擲

        

學學 路路 蹉蹉 跎跎 とと しし てて

  

年年 暗暗 にに 擲擲((なな げげ うう))てて りり

  

更更 栽栽 籬籬 竹竹 養養 漁漁 竿竿

        

更更 にに 籬籬 にに 竹竹 をを 栽栽 ええ てて 漁漁 竿竿 をを 養養 ふふ

  

    

○○ 首首 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 不不 才才 」」 ― 才 能 の 乏 し い こ と 。 「「 業業 」」 ― 学 業 。 「「 挂挂 冠冠 」」 ― 官 を 辞 す る こ ｚ 。

  

▼ 作 者 は 学 業 の 挫 折 と 辞 官 し て 山 に 隠 居 す る 志 望 に つ い て 述 べ る 。

  

○○ 頷頷 聯聯

  

▼ 山 中 で は 、 夜 眠 り に つ い て い た 鶴鶴 が 驚 い て 起 き る 程 、 さ え わ た っ た 月 の 光 が 松 の 木 間 か ら 漏 れ る 。

夜 明 け の 峡 谷 に 鼯鼯 が 飛 び 降 し 、 谷 あ い に 冷 た い 霧 が 立 ち 込 め て い た 。 山 中 に 住 む 生 活 の 様 子 と 山 中

の 景 観 を 詠 む 。

 

○○ 頸頸 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 幽幽 情情 」」 ― 静 か な 心 情 、 風 雅 な 情 懐 。 「「 野野 性性 」」 ― 素 朴 な 自 然 を 愛 す る 心 。 「「 寰寰 中中 」」 ― 天 子 の お

さ め る 所 で あ り 、 こ こ で は 俗 世 を い う 。

  

▼ 雲 は 谷 あ い に あ る 家 を 隠 し て 奥 ゆ か し い 雰 囲 気 を 醸 し 出 し 、 め ぐ っ た 水 は 家 を 俗 世 か ら 隔 て 、 川

の 辺 り で 自 然 を 愛 す る 気 持 ち が 満 ち あ ふ れ る 。 頸 聯 で は 、 作 者 は 山 中 の 自 然 風 景 を 描 写 す る と 同 時

に 、 自 然 を 楽 し む 気 持 ち を 詠 む 。

 

○○ 尾尾 聯聯

 

【【 語語 釈釈 】】 「「 蹉蹉 跎跎 」」 ― 志 を 得 な い 意 。 「「 漁漁 竿竿 」」 ―― 漁 夫 は 脱 俗 的 な 隠 士 像 と し て 頻 繁 に 詠 ま れ た た め 、 「 漁

竿 」 は 隠 逸 生 活 を 象 徴 す る 道 具 で あ る 。

  

▼ 末 句 は 「 今 は も う 籬 に 竹 を 植 え 、 山 中 に 隠 逸 す る 時 の た め に 漁 竿 を 育 て る こ と と し よ う 」 と い う

意 味 で あ る 。 尾 聯 で は 、 学 業 の 不 遇 へ の 感 嘆 し て 、 隠 逸 へ の 志 向 を 明 ら か に 表 し て い る 。

 
◎ 以 上 の よ う に 、 こ の 作 品 に お い て 、 作 者 は 「 隠 逸 」 を 「 出 世 」 と 対 立 的 に 捉 え 、 学 業 に 不 遇 し 、

出 世 の 志 を 得 な い た め 、 隠 逸 生 活 に 入 る 傾 向 を 表 す 。

 

  

【【 資資 料料 四四 】】 菅菅 原原 道道 真真 「「 題題 南南 山山 亡亡 名名 處處 士士 壁壁 」」 （（ 『『 扶扶 桑桑 集集 』』 ・・ 巻巻 七七 ・・ 處處 士士 ））

  

題題 南南 山山 亡亡 名名 處處 士士 壁壁
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う 。 「 謝謝 遣遣 」」 ―― 謝 絶 す る 意 。 「「 喧喧 喧喧 」」 ― 俗 世 の や か ま し い こ と 。 「「 世世 上上 榮榮 」」 ― 官 吏 と し て の ほ ま れ 。

 

▼ 青 山 に 隠 遁 し て 山 家 に 身 を 横 た え 、 や か ま し い 俗 世 の こ と や 官 吏 と し て の 栄 利 を 謝 絶 す る こ と を

言 う 。

 

○○ 頷頷 聯聯

 

【【 語語 釈釈 】】 「「 龍龍 尾尾 」」 ―― 含 元 殿 前 の 昇 殿 の 道 の 意 か ら 官 吏 と し て の 出 世 の 道 を 言 う 。 「「 鶴鶴 頭頭 」」 ―― 御 上 か ら

の 招 請 状 。

 

▼ こ れ 迄 仕 え て い た 官 吏 の 道 な ど す っ ぱ り 夢 と 思 い き り 、 御 上 か ら 新 た な お 召 し が か か っ て も 心 を

動 か す こ と も な い こ と を い う

 

○○ 頸頸 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 商商 山山 」」 ― 四 皓 の 故 事 。 四 皓 は 世 を の が れ て 商商 山山 に 隠 居 し た 四 人 の 隠 者 で あ る 。 「「 頴頴 水水 」」 ―

許 由 の 故 事 。 尭 が 天 下 を 許 由 に 譲 ろ う と し た の で 、 許 由 は 潁 川 に 逃 れ 隠 遁 し た こ と を い う 。

 

▼ 有 名 な 隠 者 で あ る 四 皓 や 許 由 の 隠 逸 生 活 を 描 写 す る 。

 

○○ 尾尾 聯聯

  

▼ 魚 に 声 を か け る と 名 を 解 す る よ う に 、 列 を 成 し て 泳 い で い る こ と を 描 写 す る こ と で 、 作 者 は 山 中

生 活 の 楽 し み を 表 現 す る 。

 

◎ 以 上 の よ う に 、 作 者 は 山 林 を 官 場 か ら 離 れ て 隠 逸 の 地 と す る 。 山 林 に い る 時 官 吏 生 活 を 断 念 し 、

朝 廷 か ら の 招 き に 対 し て も 動 揺 し な い 心 境 を 表 す 。 こ の 作 品 に お い て 、 作 者 は 「 隠 逸 」 と 「 官 吏 生

活 」 を 対 立 的 に 詠 ん で い る こ と が 分 か る 。

 

  

【【 資資 料料 二二 】】 紀紀 長長 谷谷 雄雄 「「 山山 隠隠 無無 」」 （（ 『『 扶扶 桑桑 集集 』』 ・・ 巻巻 七七 ・・ 無無 隠隠 ））

  

         

山山 無無 隠隠

            

幽幽 人人 帰帰 德德 遂遂 難難 逋逋

        

幽幽 人人 徳徳 にに 帰帰 せせ んん とと しし てて 遂遂 にに 逋逋 れれ 難難 しし

  

抽抽 却却 蒿蒿 簪簪 別別 草草 廬廬

        

蒿蒿 簪簪 をを 抽抽 却却 しし てて 草草 廬廬 にに 別別 るる

  

虚虚 澗澗 有有 聲聲 寒寒 溜溜 咽咽

        

虚虚 澗澗 声声 ああ りり てて

  

寒寒 溜溜 咽咽 びび

  

故故 山山 無無 主主 晩晩 雲雲 孤孤

        

故故 山山 主主 無無 くく

  

晩晩 雲雲 孤孤 なな りり

  

青青 郊郊 不不 顧顧 煙煙 花花 富富

        

青青 郊郊 にに 煙煙 花花 のの 富富 むむ をを 顧顧 みみ ずず

  

絳絳 闕闕 初初 生生 羽羽 翼翼 扶扶

        

絳絳 闕闕 にに 初初 生生 のの 羽羽 翼翼 をを 扶扶 くく

  

巣巣 許許 若若 能能 逢逢 此此 日日

        

巣巣 許許 若若 しし 能能 くく 此此 日日 にに 逢逢 はは ばば

  

何何 因因 終終 作作 頴頴 陽陽 夫夫

        

何何 にに 因因 りり てて 終終 にに 頴頴 陽陽 のの 夫夫 とと 作作 らら んん

  

  

○○ 首首 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 幽幽 人人 」」 ― 隠 者 の こ と 。 「「 蒿蒿 簪簪 」」 ― よ も ぎ の 草 の 簪 で あ り 、 隠 者 の 簪 を 言 う 。 「 帰帰 德德 」」 ― 徳 義

に つ き 従 う 意 で 、 こ こ は 天 子 の 高 徳 に 付 き 従 う こ と 。

 

▼ 隠 者 は 天 子 の 高 徳 に 付 き 従 お う と し て 、 世 を 避 け 逃 れ る こ と が で き な く な り 、 隠 者 の 証 と も 言 う

べ き よ も ぎ 草 の 簪 を は ず し て 、 隠 居 の 住 ま い の 草 庵 に 別 れ を つ げ 、 隠 逸 の 状 態 を 脱 す る こ と を い う 。

 

○○ 頷頷 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 寒寒 溜溜 咽咽 」」 ― 流 れ の た て る 音 は 咽 び 泣 い て い る よ う だ こ と 。

 

▼ 隠 者 が 山 を 去 り 朝 廷 に 戻 っ た 後 、 漠 と し た 寂 し い 山 の 様 子 を 描 写 す る 。 空 虚 の 谷 間 に 冷 た い た ま

り 水 の た て る 音 は ま る で 隠 者 が 山 を 去 る こ と を 悲 し ん で 、 咽 び 泣 い て い る よ う だ 。 山 は 主 人 を な く

し て 、 夕 暮 れ の 雲 が ひ と つ 、 ぽ つ ん と 浮 か ん で い る 。

 

○○ 頸頸 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 青青 郊郊 」」 ― 春 の 郊 外 。 「「 煙煙 花花 」」 ― か す み と 花 。 「「 絳絳 闕闕 」」 ― 宮 闕 。 「「 羽羽 翼翼 」」 ― 鳥 の 羽 の よ う に 左

右 か ら 助 け る こ と を い い 、 こ こ は 天 子 の 補 佐 と な る 意 。

 

▼ 隠 者 は 山 を 離 れ 、 郊 外 の 春 景 色 を 目 も く れ ず 、 朝 廷 に 赴 き 、 天 子 を 補 佐 す る こ と を い う 。

 

○○ 尾尾 聯聯 「「 巣巣 許許 」」 ― 巣 父 と 許 由 の こ と を い い 、 二 人 と も 尭 時 代 の 有 名 な 隠 者 で あ る 。

 

▼ 巣 父 や 許 由 の よ う な 隠 者 は も し 今 日 の よ う な の 日 に 逢 っ た ら 、 ど う し て 潁 川 の 北 岸 に 隠 遁 す る 男

と な っ て し ま っ た り し た ろ う か 。

 

◎ 以 上 の 分 析 を 踏 ま え る と 、 政 治 が 清 明 で あ る た め 、 隠 士 は 隠 逸 生 活 か ら 脱 し て 朝 廷 に 仕 え る こ と

に な る の は こ の 詩 全 体 を 貫 く 主 題 で あ る 。

 

  

【【 資資 料料 三三 】】 都都 良良 香香 「「 舊舊 隠隠 詠詠 懷懷 敬敬 上上 所所 天天 閣閣 下下 」」 （（ 『『 扶扶 桑桑 集集 』』 ・・ 巻巻 七七 ・・ 隠隠 逸逸 ））

  

  

舊舊 隠隠 詠詠 懷懷 敬敬 上上 所所 天天 閣閣 下下

  

不不 才才 多多 愧愧 業業 猶猶 難難

        

不不 才才

  

愧愧 じじ るる ここ とと 多多 くく

  

業業 猶猶 難難 しし

  

好好 是是 山山 居居 一一 挂挂 冠冠

        

好好 しし 是是 れれ

  

山山 居居 しし てて 一一 たた びび 冠冠 をを かか けけ むむ

  

夜夜 鶴鶴 眠眠 驚驚 松松 月月 苦苦

        

夜夜 のの 鶴鶴 眠眠 りり 驚驚 きき てて

  
松松 月月 苦苦((ささ やや))かか なな りり

  

曉曉 鼯鼯 飛飛 落落 峽峽 煙煙 寒寒

        

曉曉 のの 鼯鼯 飛飛 びび 落落 ちち てて

  

峽峽 煙煙 寒寒 しし

  

雲雲 埋埋 澗澗 戸戸 幽幽 情情 積積

        

雲雲 はは 澗澗 戸戸 をを 埋埋 めめ

  

幽幽 情情 積積 もも りり
  

水水 隔隔 寰寰 中中 野野 性性 闌闌

        

水水 はは 寰寰 中中 をを 隔隔 てて

  

野野 性性 闌闌 なな りり

  

學學 路路 蹉蹉 跎跎 年年 暗暗 擲擲

        

學學 路路 蹉蹉 跎跎 とと しし てて

  

年年 暗暗 にに 擲擲((なな げげ うう))てて りり

  

更更 栽栽 籬籬 竹竹 養養 漁漁 竿竿

        

更更 にに 籬籬 にに 竹竹 をを 栽栽 ええ てて 漁漁 竿竿 をを 養養 ふふ

  

    

○○ 首首 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 不不 才才 」」 ― 才 能 の 乏 し い こ と 。 「「 業業 」」 ― 学 業 。 「「 挂挂 冠冠 」」 ― 官 を 辞 す る こ ｚ 。

  

▼ 作 者 は 学 業 の 挫 折 と 辞 官 し て 山 に 隠 居 す る 志 望 に つ い て 述 べ る 。

  

○○ 頷頷 聯聯

  

▼ 山 中 で は 、 夜 眠 り に つ い て い た 鶴鶴 が 驚 い て 起 き る 程 、 さ え わ た っ た 月 の 光 が 松 の 木 間 か ら 漏 れ る 。

夜 明 け の 峡 谷 に 鼯鼯 が 飛 び 降 し 、 谷 あ い に 冷 た い 霧 が 立 ち 込 め て い た 。 山 中 に 住 む 生 活 の 様 子 と 山 中

の 景 観 を 詠 む 。

 

○○ 頸頸 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 幽幽 情情 」」 ― 静 か な 心 情 、 風 雅 な 情 懐 。 「「 野野 性性 」」 ― 素 朴 な 自 然 を 愛 す る 心 。 「「 寰寰 中中 」」 ― 天 子 の お

さ め る 所 で あ り 、 こ こ で は 俗 世 を い う 。

  

▼ 雲 は 谷 あ い に あ る 家 を 隠 し て 奥 ゆ か し い 雰 囲 気 を 醸 し 出 し 、 め ぐ っ た 水 は 家 を 俗 世 か ら 隔 て 、 川

の 辺 り で 自 然 を 愛 す る 気 持 ち が 満 ち あ ふ れ る 。 頸 聯 で は 、 作 者 は 山 中 の 自 然 風 景 を 描 写 す る と 同 時

に 、 自 然 を 楽 し む 気 持 ち を 詠 む 。

 

○○ 尾尾 聯聯

 

【【 語語 釈釈 】】 「「 蹉蹉 跎跎 」」 ― 志 を 得 な い 意 。 「「 漁漁 竿竿 」」 ―― 漁 夫 は 脱 俗 的 な 隠 士 像 と し て 頻 繁 に 詠 ま れ た た め 、 「 漁

竿 」 は 隠 逸 生 活 を 象 徴 す る 道 具 で あ る 。

  

▼ 末 句 は 「 今 は も う 籬 に 竹 を 植 え 、 山 中 に 隠 逸 す る 時 の た め に 漁 竿 を 育 て る こ と と し よ う 」 と い う

意 味 で あ る 。 尾 聯 で は 、 学 業 の 不 遇 へ の 感 嘆 し て 、 隠 逸 へ の 志 向 を 明 ら か に 表 し て い る 。

 

◎ 以 上 の よ う に 、 こ の 作 品 に お い て 、 作 者 は 「 隠 逸 」 を 「 出 世 」 と 対 立 的 に 捉 え 、 学 業 に 不 遇 し 、

出 世 の 志 を 得 な い た め 、 隠 逸 生 活 に 入 る 傾 向 を 表 す 。

 

  

【【 資資 料料 四四 】】 菅菅 原原 道道 真真 「「 題題 南南 山山 亡亡 名名 處處 士士 壁壁 」」 （（ 『『 扶扶 桑桑 集集 』』 ・・ 巻巻 七七 ・・ 處處 士士 ））

  

題題 南南 山山 亡亡 名名 處處 士士 壁壁
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秘秘 密密 郷郷 村村 與與 姓姓 名名

        

秘秘 密密 なな りり

  

郷郷 村村 とと 姓姓 名名 をを

  

年年 顏顏 朽朽 邁邁 意意 分分 明明

        

年年 顔顔 朽朽 邁邁 すす るる どど もも

  

意意

  

分分 明明 なな りり

  

無無 妻妻 澗澗 戸戸 松松 偕偕 老老
        

妻妻 なな くく

  

澗澗 戸戸 のの 松松 老老 いい をを 偕偕 にに すす

  

不不 税税 山山 畦畦 黍黍 旅旅 生生
        

税税 めめ ずず しし てて 山山 のの 畦畦 にに 黍黍 旅旅 生生 すす

  

泡泡 影影 身身 浮浮 修修 道道 念念

        

泡泡 影影 のの 身身 にに 浮浮 ぶぶ

  

修修 道道 のの 念念

    

煙煙 嵐嵐 耳耳 冷冷 讀讀 經經 聲聲

        

煙煙 嵐嵐 のの 耳耳 にに 冷冷 しし

  

讀讀 經經 のの 聲聲

  

比比 量量 心心 地地 安安 閑閑 理理

        
心心 地地 安安 閑閑 のの 理理 をを 比比 量量 すす れれ ばば

  

一一 室室 應應 勝勝 我我 百百 城城

        
一一 室室

  

我我 がが 百百 城城 にに 勝勝 りり なな むむ

  

  

○○ 詩詩 題題

  

「「 處處 士士 」」 ―― 官 に 仕 え る こ と を せ ず 、 隠 居 す る 人 物 を 言 う 。

 

○○ 首首 聯聯

  

▼ 處 士 本 人 に つ い て 描 写 す る 。 處 士 は 自 分 の 出 身 の 郷 村 と 姓 名 を 秘 密 に し 、 年 齢 相 当 の 顔 立 ち は す

で に 衰 え 老 い て い る が 、 精 神 は し っ か り と し て 明 瞭 で あ る 。

 

○○ 頷頷 聯聯

    

【【 語語 釈釈 】】 「「 不不 税税 」」 ― 税 を 納 め な い こ と 。 「「 旅旅 生生 」」 ― 野 生 、 自 生 の こ と 。

 

▼ 處 士 が 隠 居 し て い る 山 の 風 景 を い う 。 谷 あ い に あ る そ の 家 の ほ と り に 松 が 生 え て い る 。 妻 の な い

独 り 身 の 處 士 は そ の 松 と と も に 老 い る こ と に し て い る 。 税 を 納 め も し な い で 、 山 の 畦 に 黍 は 自 然 に

生 え る 。

 

○○ 頸頸 聯聯

 

【【 語語 釈釈 】】 「「 泡泡 影影 」」 ― は か な い こ と の 喩 え と し て 用 い ら れ る 。 「「 煙煙 嵐嵐 」」 ― 嵐 が け む っ て み え る こ と 。

 

▼ 處 士 の 仏 道 修 行 に 専 念 す る 隠 居 生 活 を 描 写 す る 。 泡 影 の よ う に は か な い そ の 身 に 浮 か ん で く る の

は 、 仏 道 修 行 の 念 だ け で あ る 。 山 に 立 ち 込 め た け ぶ っ た 嵐 気 の た め に 、 読 経 の 声 が 耳 に す ご く 聞 こ

え て く る 。

 

○○ 尾尾 聯聯

 

【【 語語 釈釈 】】 「「 比比 量量 」」 ― く ら べ は か る っ こ と 。 「「 安安 閑閑 」」 ― 心 が 安 ら か に 落 ち つ い て 、 ゆ っ た り と し た こ と 。

 

▼ 心 地 本 来 安 ら か に 落 ち 着 い て 、 ゆ っ た り と し て い る も の と い う 理 法 と は か り に か け て 引 き 比 べ て

み る と 、 處 士 の 粗 末 な 一 つ の 室 の 方 が 、 我 ら が 都 の 立 派 な 宮 城 を 百 あ わ せ た よ り も 勝 っ て い る こ と

を 感 嘆 す る 。

 

◎ 作 者 は 處 士 の 隠 逸 生 活 を 自 分 の 官 吏 生 活 と 対 照 的 に 描 い て い る と 言 え る 。

 

 

おお わわ りり にに

  

本 発 表 で は 『 扶 桑 集 』 隠 逸 部 に 所 収 さ れ て い た 隠 逸 詩 に つ い て 、 作 品 に 用 い ら れ て い る 表 現 や 詠

法 な ど を 分 析 し た う え で 、 そ れ に 詠 ま れ て い る 「 隠 」 と 「 吏 」 に は い か な る 関 係 が あ る の か を 分 析

し た 。 そ の 結 果 、 先 行 研 究 に 多 く 言 及 さ れ た 勅 撰 三 集 時 代 の 隠 逸 詩 に 見 ら れ る 「 吏 隠 兼 得 」 の 傾 向

は 見 出 せ な い こ と が 分 か っ た 。 ま た 、 【 資 料 一 】 ～ 【 資 料 四 】 の 作 品 に 詠 ま れ て い る 「 吏 」 と 「 隠 」

の 関 係 の ま と め は 以 下 の 通 り で あ る 。

 

一 ・ 山 林 を 隠 逸 の 地 と し 、 官 場 か ら 離 れ る 心 境 は 詠 出 さ れ て い る 。

 

二 ・ 政 治 は 清 明 で あ る た め 、 隠 士 は 隠 逸 生 活 か ら 脱 し て 朝 廷 に 仕 え る こ と に な る 。

 

三 ・ 出 世 の 志 を 得 な い た め 隠 逸 生 活 に 入 る こ と に な る 。

 

四 ・ 隠 者 の 「 隠 逸 生 活 」 は 「 官 吏 生 活 」 と 対 立 的 に 描 写 さ れ て い る 。

 

◎ 以 上 の 考 察 に よ り 、『 扶 桑 集 』 に 収 録 さ れ て い る 勅 撰 三 集 時 代 以 後 の 隠 逸 詩 に お け る 「 吏 」 と 「 隠 」

の 関 係 に つ い て 、 両 者 は 対 立 的 に 詠 ま れ て い る こ と が 窺 え る と 考 え ら れ る 。

 

芥川龍之介「南京の基督」における近代化の表象 

 
日本学専攻日本文学 研究生 

李 慕遥 
 

００、、ははじじめめにに  

「南京の基督」は、一九二〇（大正九）年七月一日発行の『中央公論』に掲載され、

のち『夜来の花』、『沙羅の花』、『芥川龍之介集』に収められた。また、文末の付記には、

中国南京という物語の舞台設定は谷崎潤一郎の「秦淮の夜」（一九一九年）に依拠して

いることが示されている。 

本発表では、「南京の基督」をポストコロニアリズムとジェンダーの問題系の中で精

読する。登場人物の運命とそれぞれに表象されている文化の様態を明らかにしつつ、ジ

ェンダーによって構築された権力の逆転の構造の論証を試みる。更に、その逆転を成立

させる原因から、アジア独自の「近代化」の可能性を探ってみたい。 
 

１１、、ジジェェンンダダーー秩秩序序のの転転覆覆をを孕孕むむ「「南南京京のの基基督督」」 
 「南京の基督」のテクストは全て「タ形」で終わっている。一見して安定している語

りの時間は、「ある秋」から「今年の春」へ、また「今夜も」という変化をしている。小

谷瑛輔1の分析によると、テクストの語り手は外部から金花を描いているが、時々金花

自身の視点もあるため、第一章、第二章は実際に起こった出来事そのままではなく、金

花によって語られ、日本の旅行家によって想像された出来事として語られたという。つ

まり、「南京の基督」は「覚束ない支那語」で金花の話を聞いた日本の旅行家の認識に

基づき、日本の旅行家に想像し得る範囲のことが語られテクストは構成されている。そ

うであるならば、金花は自分の事跡を旅行家に話し、旅行家はそれを信じて受け取るこ

としかできないため、彼女は語りの主導権を持っている。このように、「南京の基督」

の金花の声は完全に封殺されていないため、語りのレベルにおいて金花と日本の旅行家

との逆転がありうるのである。その上で、金花と混血児の行く末を比較した時、知識を

持たない下層階級に属する娼婦は快復でき、知識のある上層階級の女郎買いが発狂にま

で至ったことは、秩序の反転による階級構造の崩壊を表しているであろう。 
一方、金花は再生産から基本的に外れたところにある娼婦であり、人口の増殖に貢献

できない立場にいる。金花がどのような立場にいるかを検証する上で、フーコーが唱え

た「生権力」を補助線にしたい。フーコーの生権力は個々の人間の生そのものへ介入し、

人間の身体をソフトに管理（規律訓練）し続ける近代的な権力であり、生の有用性を増

 
1小谷瑛輔「寄生する語りの欲望 芥川龍之介「南京の基督」Ⅲ」松本和也編『テクスト分析入門:小説を

分析的に読むための実践ガイド』（ひつじ書房、二〇一六）、一〇〇－一一三頁 
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